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ミス タ ー ・ブル ー ム とユ ダ ヤ人 問題

中 尾 真 理*

MrBloomandHisJewishIdentity

MariNax.ao

要 旨

『ユリシーズ』の主人公 レオポル ド・ブルームは語 り手か らミスター ・ブル0ム と呼ばれている。これ

はもう一人の主人公スティーヴンが語 り手から常にスティーヴンと呼ばれ、その他の登場人物たち、サ

イモン ・ディーダラスやマーティン ・カニンガムがサイモンやマ0テ ィン ・カニンガムと親 しみをこめ

て呼ばれているのと比べ、扱いが違うように思われる。そのブルーム氏はユダヤ人である。本論ではダ

ブリンの男性社会からどことなく浮き上がった存在である 「ブルーム氏」を取 り上げ、その孤立の原因

として彼の 「ユダヤ人問題」がどの程度、関係 しているかという点について検討する。ブル0ム のユダ

ヤ人 としての生い立ち、当時のユダヤ人をめ ぐる社会背景、周囲の人々がブルームをどのように受けと

めているか、17章 でスティーヴンが歌 うユダヤ人排撃の歌の意味などを順に考察し、ブルーム氏の孤立

の奉当の意味 と、「ブルーム氏」 という敬称 に込められた作者の意図を明らかにしたい。

(‐)MrBloom

レ オ ポル ド・ブルーム氏 は美味 しそ うに獣 や鳥の内臓 を食べた。(4・1-2)(1)

こ の ような語 り出 しで レオポル ド ・ブルー ム(LeopoldBloom)は 『ユ リシーズ』(Ulysses)

と い う小説 に登場 して くる。以後 、語 り手 はほ ぼ一貫 して彼 の こ とを 「ミス ター ・ブルー ム」

(MrBloom)と 呼 び続 け る。 「ブル ーム氏」 は4章 か ら登場 し、1章 か ら登場 してい る もう一一人

の主人公 ステ ィー ヴン(Stephen)を 圧 倒 しかね ない存在感 で、4章(エ クルズ街 の 自宅)、5章

(市街)、6章(墓 地)を 独 り占め し、7章(新 聞社)に 出入 りを し、8章(市 街)で またフル出

演 し、9章(国 立 図書館)に も顔 を出 し、 アイル ラン ド総督 の騎馬行列 のあ る10章 で も姿 を見 せ

てい る。11章(オ ーモ ン ド ・ホテル)で も彼 は重要 な存在 であ り、13章(浜 辺)も 後半 は彼 の一

人舞 台であ る。11章 以 後 は叙述 のス タイル も手が込 んで くる。 また、一方でス ティーヴ ンの存在

も彼 に劣 らず大 き くなるが、14章(産 科病 院)、15章(夜 の街)、16章(御 者溜 ま り)、17章(エ

ク レズ街 のブルームの家)と ブルームが重 要な中心人物で あるこ とに変わ りない。 ただ語 りのス

タイルが複雑 になるにつれ て主人公 ブルームの呼び方 は変化す る。なに しろこの作品 は、章 ご と
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の語 り(narration)に 工 夫が こらされ、 さなが ら文体 の実験室の ようであるのだか ら。勿論、章

ご とに変わ る語 り手 の特質 に よって呼 び方が変 わる ことは考慮 しなけれ ばな らない。7章 は新 聞

記 事風 、10章 は フ ラ ッシ ュバ ックの手 法 を取 り入 れ た 断章 の 寄せ 集 め 、12章 は 名 前 の な い

「NamelessOne(名 無 しの権兵衛)」 とい う人物 による一 人称 の語 り、13章 前 半部 はガー ティ ・

マ クダウェル(GertyMacDowell)と い う少女の意識 に焦点 をあてた3人 称の語 りで ある・ さら

に、14章 は古今の散文作家 の文体 を模 したパ ロデ ィ風 の語 り、15章 は 戯曲形式、17章 は教義 問答

形式で書かれ てい る。人物 の呼 び方 もそれぞれの 「語 り手」 に合 わせた呼び方で呼 ばれるのは当

然 だ。例 えば、借金 の取立 て を してい る 「NamelessOne」 の 「俺 」が一 人称で語 る12章 で は、

ブル ームは 「ブルーム」 と呼び捨 てで ある。酒 を飲 ませて くれそ う もないブルーム を 「俺(1)」

が 「ブルーム氏」 な どと呼ぶ はず もない。16章 は、文体 が回 りくどい ものの、3人 称形式 の、視

点 をほぼブルー ムの意識 に合 わせ た客観 的 な語 りだが、 ここでは ブルーム も何 故 か 「ブルー ム」

であ って、「ブルーム氏」 とは呼 ばれない。16章 と続 く17章 で はス ティーヴ ンは 「ステ ィー ヴン」、

ブルーム は 「ブル ーム」 で、 「ミス ター ・ブル ーム」 とは呼 ばれてい ない。最終章18章(寝 室)

はモ リーの独 白にあて られていて、 ブルームはここでは名前で は呼 ばれず 、ほかの男性 と同 じく

ただ 「彼(he)」 と呼 ばれるだけである。だが、それ以外 の章、つ ま り4,5,6,7,8,10,11,13,

14章 で は、彼 はだいたい におい て語 り手 か ら 「ミス ター ・ブル ーム」 と呼 ばれるのであ って、 ブ

ルーム とか レオポル ドとは呼 ばれ ないのである。 これは他の登場人物、 ステ ィー ヴンや、 ボイラ

ン(Boylan)、 マ リガ ン(Mulligan)や サ イモ ン ・ディー ダラス(SimonDedalus)が 語 り手 か

ら、登場 人物 同士の場合 と同 じように、ステ ィー ヴン、 ボイラン、 マ リガ ン、サ イモ ン ・デ ィー

ダラスな どと呼ばれているの とは少 し違 うように思 われる。

小説 の登 場人物が 「Mr」 と呼 ばれ るのは、18世 紀 以来小 説のconventionと もい うもので、

珍 し くもないが、20世 紀 になる と事情 も違 って くる。特 に 『ユ リシーズ』の場合、 もう一人 の主

人公 ステ ィーヴンは、いつ も 「ス ティーヴ ン」 であ る。他 の登場 人物 もレネハ ン(Lenehan)や

マ ッコイ(M`Coy)な ど、多 くは敬称 な し、 ファミリー ・ネー ムのみの呼 び捨 てである。或 いは

「J.J.オモ ロイ(J.J.0'Molloy)」 、 「ベ ン ・ドラー ド(BenDollard)」 の ように、「ファミリー ・ネ

ー ム」 に 「ファース ト・ネーム」 を冠 して呼ぶ ことが多い。場合 に応 じてデ ィグナ ム(Dignam)

と呼 んだ り、パ デ ィ ・デ ィグナム(PaddyDignam)と 呼 んでみ た り、一 定 しない場合 も少 な く

ない。

中には 「バ ック(牡 鹿、伊達男)・ マ リガン(BuckMulligan)」 、 「ブレイゼズ(地 獄 の)・ ボイ

ラン(BlazesBoylan)」 の よ うにあだ名 を冠 して呼 ばれる場合 もある。登 場人物 同士 でそ う呼ぶ

のは ともか く、語 り手があだ名つ きで呼ぶ のは評価 が決 まってい る場合が多 い。マ リガ ンもボイ

ラ ンもステ ィーヴ ンとブルームが否定 したが ってい る人物であ る。

ブルーム以外 に、語 り手か らMrの 敬 称 つ きで呼 ばれ てい るのは、デ ィージー校 長(MrDeasy)、

サ イモ ン ・デ ィーダラス、ジ ャック ・パ ワー(JackPower)、 トム ・カーナ ン(TomKeman)な

どご く少 数の人物であ る。サ イモ ン ・デ ィー ダラスの場合、息子 のステ ィー ヴンと区別す る必要

があ るので、 「ディーダ ラス氏」 と呼ばれ るのは当然だ。 だが、お ちぶ れて はい るが 、彼 が 「年

配」の 「紳士」であ ることも 「デ ィーダラス氏」 と呼 ばれ る大 きな理 由になっている と思われ る。
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「ブル ーム氏」 の場合 も、38歳 とい う年齢 が そ うさせ るのだろ うか。年齢 だ けで な く、 ブル ーム

氏 は名実 ともに 「紳士」 である と認 め られてい るのだ ろうか。

「ディージー氏」 と 「パ ワ.__.氏」 の場合 は 「校長」 と 「ダブ リン警察管 区の治安官」 という社

会 的地位 に敬 意 を表 した もの と考 え られ る。 た だ、例外 はマ ーテ ィン ・カ ニ ンガム(Martin

Cunningham)で 、 ア イル ラン ド政庁 の役 人 とい う比 較的高い地位 にあ りなが ら、彼 だけ は決 し

て語 り手 か らミス ター ・カニ ンガム とは呼 ばれない。いつ もマ ーティ ン ・カニ ンガムであ る。彼

の場合 は特別 なのだろ うか。

紅茶 商 トム ・カーナ ンの場合 は少 々ニ ュアンスが違 う。彼 は 「Mr」 と呼 ばれる にふ さわ

しい年 齢で、 かつ てはいい生 活 を してい たこ とか ら、語 り手 が敬愛 の気持 ち をこめて 「ミス タ

ー ・カーナ ン」 と呼ぶのだ とも考 えられ るが、 その口調 にはやや皮 肉な調子 が こもってい るよう

に思 われ る。ご存知 のよ うに、「カー ナン氏」は 『ダブリン市民(Dubliners)』 の 「恩寵("Grace")」

に 出て くる人物 で、そ こで はマー ティ ン ・カニ ンガム(「 恩寵1で はカニ ンガム氏 と呼 ばれてい

る)や ジャ ック ・パ ワー らが彼 の飲 酒癖 をやめ させ ようとす る話が描れ ている。 トム ・カー ナン

は紅茶の鑑定士兼販売員 だが、仕事 に関 しては独特 の古 い考 えを持 ってお り、必 要以上 に服装 に

気 を遣 う。 シルクハ ッ トとゲー トル を身 につ け、 その 「紳士 然」 と した服装 で顧客 の信用 を保 と

うと してい るのだ。 その ような彼 を語 り手が 「カーナ ン氏」 と呼ぶの は、大袈裟 な服装 や彼 の頑

固 さ、その裏 に潜 む人 間的 な弱 さ(飲 酒癖)へ の椰楡 が こめ られてい ると考 え られる。

この ように、多少 のニュア ンスの違いはあ るが、語 り手 か ら敬称 つ きで呼 ばれる人物 は この作

品で は実 は限 られ てお り、ブル ームはその数少 ない一人で ある。で は、 「ブルーム氏」 には どの

ような意味が こめ られ てい るの だろう。

(二)孤 独 なブル ーム

語 り手か らは 「ミス ター ・ブルーム」 と呼ばれ るブルームだが、他 の登場人物 か らは どう呼ば

れてい るのだ ろうか。

ブルーム は仲 間うちで は敬称抜 きで 「ブルーム」 と呼 ばれている。 この ように敬称ぬ き、 ファミ

リー ・ネームで呼び合 うのは男 性 同士 の ご く当 た り前 な習慣 で、一般的 な呼び方で ある。だが、

その場合 で も親 しい 間柄で は、 サイモ ンとか、マ ーティ ンと呼 ぶのが普通で、現 にサ イモ ン ・デ

ィー ダラスやマ ーティン ・カニ ンガムは仲 間か ら しば しばそ う呼ばれてい る。 ところが 、ブルー

ムだけ は例外 で、誰 も彼 の ことを レオ(Leo)と か レオポル ドとは呼 ばない。それ どころか、同

じ新 聞社 に勤め る同僚で、 ブルームか ら三 シリングのお金 を借 りてい さえす るジ ョー ・ハ イ ンズ

(JoeHynes)(た だ し、 こち らは新 聞記者 であ る)は ブルームの フ ァース ト ・ネー ムを知 らず、

墓 地で 「君 の洗礼 名は何 だ った?よ く知 らないのだけ ど(rmnotsure.)」(6・880-1)な ど と

言 っている。

勿論、妻 のモ リー(Molly)は 彼 をポール デ ィー(Poldy)と 呼 んでいるが、彼 の知人や仕事

仲 間はブルーム をファース ト・ネームで呼ぶ ことはな く、 中にはその名 前 さえよ く知 らない者 も

いる。 これは彼 等が ブル ーム とそれほ ど親 しいわけで はな く、通 り一遍の付 き合いで しかない こ



102 奈 良 大 学 紀 要 第29号

とを示 しているのではないだ ろうか。いや、 そ もそ も、いったい、 ブルームには友 人や仲 間 など

と言 うものがあ るのだ ろ うか。仕事仲 間 とい って も、独立 自営業 に近 い広 告取 り(canvasser)

に は、厳密 な意味 での同僚 はお らず、知人 は多 い ものの、特 に親 しい友人 は登場 して こない。総

じて彼 らはブルームの ことをよ く知 らず、 ブルームやその妻モ リーにつ いては情報 通のマーテ ィ

ン ・カニ ンガムに注 意 された り、お互 いに問い合 わせ た りしてい る。時 には妻 のモ リーの方が よ

く知 られ ていて、 ブルーム はマ ダム ・マ リオ ン ・トウィーデ ィー(MadameMarionTweedy)

の夫 と して思 い出 され るこ ともあ る。例 えば弁護 士の ジ ョー ジ ・ヘ ンリー一・メ ン トン(George

HenryMenton)の 場 合 の ように(6・693-4)。 数 人が居合 わせ ている場面 で、ブルームが席 を

はずす とたち まち彼 について噂や憶測が飛 び交 う場面 が何 度か見 られ るが、要 はブルームが ダブ

リンではその程度 に しか知 られてい ない人物 、或 いは、その程度の注意 しか引かない人物 とい う

こ となのである。

(三)ミ スター ・ブル ーム とは何 者 か

ブルームは38歳 、既 に家 を出た娘 もある身で、22歳 の ステ ィーヴンに比べ れば、中年の域 に達

している と言 って よい。職業 は フリーマ ンズ ・ジャーナル(theFreeman'sJournal)紙 の 広告取

りである。無職 のサイモ ン ・デ ィ0ダ ラスや競馬 の予想 を してい る レネハ ンな どに比べれ ば立派

な職業人 と言 えるが、 これ まで に何 回 も職業 を変 えている。広告取 りの仕事 も新 聞社 の正式 な社

員 として新 聞社 内 に決 まったデス クが あるわけではな く、収入 は取 り付 けた広告 に応 じての歩合

制で ある(8・1057-8参 照)。7章 では彼 の勤め る新聞社 フ リーマ ンズ ・ジ ャー一ナル社が描かれ

ているが 、忙 しげに出入 りす るブルーム もそこでは一向 に重要 な人物 とは見 られてお らず、編集

長 のマイルズ ・クロフ ォー ド(MylesCrawford)の 応 対 もそっけない ものであ る。

実際 、ブル._._ムは どこに行 って も歓迎 されてはいない。デ ィグナムの葬式 に出席 し、新聞広告

の仕事 の交 渉 をする以外 に、彼 は歩 き回 り、知 り合 い に挨拶 を し、入浴 を し、買 い物 などの用事

を済 ませ る。好 奇心 が強 く、話 し好 きで、12章 で 「名無 し」の語 り手が煩 がってい るように、 ど

こで も議 論 に首 を突 っ込 む癖が あ る。 それに もかか わ らず、(あ るい はそれ故 に)ブ ルーム はい

つ も一 人であ り、周 りの者 は彼 を見知 ってはいるが、良 くは知 らないので、 しば しば蔭で彼の こ

とを尋 ねる質問が 出 され る ことにな る。例 え ば、昼 食 に立 ち寄 ったパ ブで は、亭 主の デイ ヴィ

ー ・バー ン(DavyByrne)が ノ ージー ・ブリン(NoseyFlynn)(パ ブの常連)に ブルー ムの こ

とをこう尋 ねている。

これはいったい、何 をや ってい る人 なのですか ね。保険 の方 じゃなかったですか?

(8・939)

芸術家を目指しながら、世間では芸術家 として認められず、孤独に悩む若いスティーヴンに対

し、ブルームはすでに家族を持 ち、一家 を構 えて立派に 「市民」生活 を送っているはずである。

ブルームの生活ぶ りは裕福 とは言えなくても決 して貧 しいものではなく、8章 での昼食の取 りよ
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う、18章 での暮 し振 りからみても彼がブルジョア志向であることは間違いない。だが、どうもダ

ブリンの仲間うちでの評価や認識の度合いから言えば、ブルームがダブリンの立派な市民、「ミ

スター ・ブルーム」 と呼ばれるにふさわしい存在かどうかは疑問である。

(四)ユ ダヤ人 ブルーム

ブルームはユ ダヤ人である。その ことが分か るのは4章 の半 ば、豚 の腎臓 を買い に行 った ドル

ーゴ ッシュ(MosesDlugacz)と い う精 肉店 で 「こいつ
、そ う(ユ ダヤ人)だ と思 った よ」 と思

うところ以下(4・156、4…7)で 読 者 に示 される。ユ ダヤ人問題 について は、 ブルー ム

が登場 しない場面 で も、早 くも1章 か ら言及が あ り、同 じこ とは2章 で も繰 り返 されて、4章 以

後 に継承 されている。最初 の言 及(1章)は イギ リス人のハイ ンズ(Haines)が 「勿論、僕 は英

国人 です ・… 実 際、その ように感 じて もいます よ。僕 は自分の 国が ドイツ系 ユ ダヤ人の思 う

ままになるの を見 た くはあ りませ ん」(1・666-7)と 言 うところである。2章 で はイギ リス び

い きのデ ィージー校 長が、 「イ ングラ ン ドはユ ダヤ人 に牛耳 られてい る ・… やつ らがい る と

国民 は衰亡 して しまう ・… ユ ダヤ人商人が すでに破 壊の仕事 に とりかかってい ることは火 を

見 る より明 らかだ ・… 」(2・346-51)と 言 ってい る。 これ らは どち らもユ ダヤ人への偏見

に基づ く愛 国主義 的な(た だ し、 この場合 は英 国寄 りの)発 言で、 この ような偏 見 に基づい たユ

ダヤ人排斥論 はこの後 しば しば、いろい ろな人物 の口か ら発せ られる。例 えば、6章 の墓地へ行

く馬車 の中で、 マーテ ィン ・カニ ンガムはルーベ ン ・J・ ドッ ド(ReubenJ.Dodd)が 歩 い てい

る姿 を見 かけて次 の ように言 う。

「ルーベ ンの一族 の出だ」(6・251)

旧約 聖書 ではルーベ ンはヤ コブの息子 で、こ こでは高利貸 しのユ ダヤ人 を指 してい る。サ イモ

ン ・デ ィー ダラスは彼 に借金 の取 立て を くらった こ とがあ るので 、「悪魔 がお前 の背 中の掛 け金

をへ し折 って くれれ ばいいの に」(6・256)と 、 憎 しみ を露 わ にす る。 「僕 らはみ んなあそ こに

行 った ことがあ るの さ」(6・259)と マ ーテ ィン ・カニンガムは言い、そ ばにブルームがい るの

に気づ いてあわて て 「まあ、僕 らのほ とん どは、だ」 と言 いなおす(6・261)。 こ こで ブルーム

は突然 、ルーベ ン ・J・ ドッ ドが息子 の命 を助 けて もらった際 に、 は しな くも 「マル タ島のユ ダ

ヤ人」 的本性 をさらけ出す とい う小話 を始 める。気 まずい空気 を和 らげ ようとい うブルームの努

力が うかが える場面 だ。

また、ステ ィー ヴンの友人で医学生 のマ リガ ンは、図書館 にや って きたブルー ムの気配 を聞 き

つけて次 の ように叫んでいる。

ユ ダ公 だ(sheeny)!バ ック ・マ リガ ンは叫んだ。

彼 は跳 びあがって名刺 をひ っつかんだ。

なんてい う名前?ア イキー ・モーゼス?ブ ルームか。(9・605-7)
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アイキー(Ikey)と い うのはアイザ ック(Isaac)の 略 で、 モーゼス(Moses)と と もにユ ダヤ人

に多 い名前 で、 これでユ ダヤ人の蔑称 になる。マ リガ ンはステ ィーヴンにこ う警告す る。

さ迷 えるユ ダヤ人だ、バ ック ・マ リガ ンは畏 まった道化の ように囁 いた。奴 の 目を見 た

か?好 色 そ うにお前 を見 ていた よ。お前 の身が心配 だ、老水 夫 よ。おお 、キ ンチ(Kinch)、

お 前 の身に危険が迫 っている。い しき宛 てを用意す るんだな。(9・1209-1211)

実 は、 この ときが、 この 日、ステ ィーヴ ンとブル.___.ムの 直接 に接触す る最初 の機 会であ ったの

だが、 ステ ィーヴ ンはぼんや りしてい てブルームに気 が付 か ない。 ブルームの方 ではすれ違い ざ

まに会釈 と挨拶 を し、マ リガ ンがそれ に答 えるのだが、その後でス ティーヴ ンに上 の ような偏 見

に満 ちた言葉 を囁 くのである。

『ユ リシーズ』 は解 き明かすのが困難 なほ ど、 さまざまな意図や仕掛 けが盛 り込 まれた作 品で

ある。 ジ ョイス は 『ユ リシーズ』の執筆 に当た って、 まず 『若 き芸術 家の 肖像(APortraitof

theArtistasaYoungMan)』(1904-6年 執 筆)の 主人公 ステ ィーヴ ン ・デ ィー ダラス をその ま

ま主人公 として登場 させ 、作 品の舞台 をダブリン、 日時 は1904年6月16日 と設定 した。1904年 は

作者 のジ ョイス 自身がステ ィー ヴンと同 じ年齢、22歳 で あ った年で、彼が後 に妻 となる女性(ノ

ラ)と 一一緒 にイ タリアに職 を求めて ダブリンを出た年 で もあ る。1904年 は作者 が青年 か ら大人 に

なった年、ス ティーヴ ンが ブルームに変貌 する記念 の年だ った と言 えるだろう。

また、登 場人物 には 『ダブ リン市民 』(1904-14年 執 筆)で 描 いた人物 を幾 人か再登場 させて

い る。 さ らに4章 か らはレオポル ド ・ブルーム とい うもうひと りの主人公 を登場 させ たが、 これ

が 『ユ リシーズ』 と言 う作 品の性格 を決定づ けるこ とにな った。 ブル ーム氏 の登場 は 『ユ リシー

ズ』(1914-22年 執 筆)執 筆 当時の作者 の年齢、32歳 か ら40歳 、 に近づ け た もので あ り、 また、

『若 き芸術家 の 肖像 』で扱 った主題 を新 た に発 展 させ るためで もあ った。文学青 年ス テ ィー ヴン

に対 し、 レオポル ド ・ブルームはその父親 に近 い くらいの年齢 で、ス ティーヴ ンと同 じアイル ラ

ン ド生 まれの ダブ リン育 ちだが、若 く未完成 なステ ィーヴ ンに対 し、 ブルー ムは成熟 した男性、

しか も 「あ らゆる要素 を身 に付 けた人 間(allroundman)」 と して創 造 され ている。つ ま り、息

子で しかないステ ィーヴ ンに対 し、 ブル ームは父 であ り、息子 であ り、夫で あ り、恋 人で もあ る

というわけである。今 は新 聞社 の広告取 りだが、 これ までに小 問物の行商 を始 めい くつ もの職業

を経験 している。以上 は勿論 、西洋文学 の古典 である 『オデュ ッセ イア(TheOdyssey)』 の 中の

父で あ り、夫 であ り、恋 人であ り、戦 う人で あ り、智恵 の人であ り、王で もあるオデュ ッセ ウス

(Odysseus)像 を下敷 きにしてい る。(2)大英 帝 国統 治下の アイルラ ン ド人 とい うこ とで、英語 を

話す英 国民 として、カ トリックの伝 統の根強い アイルラ ン ド文化 の中 に生 きる とい う、歴 史の皮

肉に立 ち向かわざるをえない点では、彼 もス ティーヴ ンと同 じ立場 であ る。 だが、 これ らの属性

に加 えて、 ブルームには さらにユ ダヤ人 とい う属性が付加 されてい る。す なわち、 カ トリックの

信仰 を捨 てたス ティーヴ ンに対 し、ブルーム は改宗ユ ダヤ人 とい う設定 なので ある。 では、 この

ユ ダヤ人であ るとい うことは、 「ブルーム氏」 にどの ような意味 を与 えているだろ うか。
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(五)ダ ブリンとユダヤ人

その前に、1904年 のダブリンにおけるユダヤ人の状況を整理 してみよう。

ユダヤ人が差別され、追放され、流転の民 として苦闘 してきた民族であることはいまさら言 う

までもない。ただ、イギリスではユダヤ人差別は比較的穏やかで、迫害も大陸諸国に比べればま

だしも少ないほうであったという。(3)イギリス統治下にあったアイルラン ドで も事情は変わらな

いと考えて差 し支えないだろう。本作品中にも、ディージー校長のように、アイルラン ドではユ

ダヤ人の移住 を認めなかったため、ユダヤ人の迫害もなかったと信 じている人のいたことが示 さ

れている。勿論、アイルラン ドにユダヤ人がいなかったというのは間違いで、作者は意図的にこ

のような発言を取 り入れたのだ。なにしろ、このディージー校長の言葉をあざ笑うかのようにそ

の2章 あとで、ユダヤ人レオポル ド・ブルーム氏が登場するのだか ら。

実際には、英国にもアイルラン ドにも、ユ ダヤ人は存在 し、ユ ダヤ人の迫害もあった。中世に

も迫害事件はあったが、近いところでは1904年 、アイルラン ドのリメリック(Limerick)で 、ジ

ョン ・クレイ(FatherJohnCreagh)と いう聖職者がユダヤ人排斥運動 を起 こしている。1904年

といえば、『ユリシーズ』の設定 と同じ年、ジョイスが執筆 を始める、ち ょうど十年前のことで

ある。実は、ヨーロッパではその少 し以前、1880年 代か ら1910年代 にかけて、東ヨーロッパから

ユダヤ人が大量に移住するという現象が起 きていた。(4)イギリスも(ま た、その一部であったア

イルランドでも)そ の例にもれなかったのだが、この大量移住は各国でさまざまな問題を引き起

こし、反ユダヤ主義が生まれていた。ジョイスはそうした時代の空気 を敏感に感 じ取っていたの

だ。(5)

もともと、ヨーロッパのどの国の歴史においても、ユダヤ人はキリス ト教徒の敵 とみなされて

きた。ユダヤ人は儀式殺人を行うという言われのない告発が、中世以来、繰 り返されてきたのは

歴史上の事実である。儀式殺人 とは、ユダヤ人がキリス トを冒涜するために、キリス ト教徒の幼

子を誘拐 し、礫刑 にして殺すというものである。古 くは1144年 のノリッジの事件、1255年 のリン

カン(Lincoln)の 少年 ビュー(Hugh)の 事件がある。(6)

1904年 にアイルランドのリメリックで起 きた事件 も、中世以来の偏見 を引きずった事件のひと

つだった。その背景が1880年 代か ら1910年代 にかけて東欧系ユ ダヤ人が大量に英国内に流入 した

という事実にあったことは前に述べた。流入 したユダヤ人は都市周辺の農村を巡回する行商人に

なるか、あるいは都市部に住み、同邦の行商人に商品を提供する小商店主 となるのが普通だった。

第一次大戦でそれまでの大量流入が事実上、阻止 されるまでの30年 ほどの問、アイルランドでは

これまでにな くユダヤ人が住み着 き、急激な社会現象にともなう経済の混乱と中世以来の宗教的

偏見が一緒になって、地元住民との問で摩擦が生 じユダヤ人排斥運動 に発展 したのである。

こうした時事的なユダヤ人問題 を、作者はかなり意図的にこの作品に組み入れたと考えられる。

ルーベン ・J・ドッドという強欲な金貸 しのユダヤ人の姿 を6章 で示 したの も、一般の人々の意

識の中に染み着いている、ユダヤ人=シ ャイロックという固定観念 を再確認するためと考えられ

る。従ってブルームがなんとなく仲間うちから胡散臭い目で見 られているのも、ユダヤ人への偏

見に基づいていると考えても間違いとは言えないのである。中でも、言われ無き偏見はマリガン
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やディージー校長のような上層中流階級、或いはレネハ ンや12章 の語 り手のNamelessOneな ど、

場末の酒場 に入 り浸 る下層社会の人間ほど激 しいようである。スローアウェイ(Throwaway)

という競馬馬をめ ぐって、ブルームがこっそり秘密情報を手に入れて大穴をあてたという間違っ

た噂が広 まるが、この時、大金が手 に入ったのに仲間に酒の一杯 もおごらない と憎悪を募 らす

「市民(thecitizen)」 などその典型だろう。彼 らとブルームの問には国籍と愛国心をめぐって論

争が起こり、「市民」が仲間の暗黙の応援のうちに、ブルーム目掛 けてビスケッ トの缶 を投げつ

ける乱闘の場面(12章)は 本編の擬似クライマックスとなっているが、2章 でディージー校長の

間違った発言があ り、前述のマ リガンの偏見に満ちた発言を踏まえたうえでの、そのような作品

構成 は作者のこの意図を裏書 している。このとき、ブルームは我を忘れて、「お前の神様はユダ

ヤ人だった。キリス トは僕 と同じようにユダヤ人だったのだ」(12・1808)と 叫んでいる。つい

でながら、ブルームは競馬には興味 も関係 もなく、もともと禁酒主義者同然で余 り酒を飲みたが

らない、という裏の事情 を知っている読者にとっては、このエピソー ドは滑稽でもあるし、また、

言われ無 き偏見の被害者ブルームに同情もするのである。

(六)ユ ダヤ人ブルームとダブリンの男性たち

12章 でブルームは偏 狭 な愛国者 「市民」 に 「お前 さんの国籍 は どこか尋 ねて もいいか な」 と聞

かれて、「アイルラ ン ドです。私 は ここで生 まれ ま した。 アイル ラン ドで」(12・1431)と 答 えて

いる。ブルー ムの祖父 はハ ンガ リー生 まれ のユ ダヤ人だが、父 ル ドル フ(Rudolph)が ク ランブ

ラ ッシル通 り(ClanbrassilStreet)(ユ ダヤ 人地 区)に 住 ん でい た時 に、名 前 をヴ ィラー グ

(Virag)か らブル ーム(ど ち らも花の意味)に 変 えている(17・1869-72)。 父 ル ドル フ(旧 姓

ヴ ィラー グ)は この時、 「ユ ダヤ人 の間 にキリス ト教 を広 める協 会」 の世話 で、ユ ダヤ教 か ら英

国国教 会、す なわち、 フ.ロテス タン トに改宗 してい る(17・1635-40)。 従 って、 ブルーム は誕

生 時 にはプロテス タン トとして洗礼 を受 けているわ けで ある。一方 、母 親のエ レン(Ellen)は

旧姓 をヒギ ンズ(Higgins)と 言 い、ユ ダヤ人 であ った可能性 は低 い と思 われ る(エ レンの父親

JuliusHigginsはKarolyか ら改名 しているので、ハ ンガリア系ユ ダヤ人であ った可能性 がある。

ただ しエ レンの母親 は旧姓Hegartyで これ は英 国人の名前 であ る。(7)ユ ダ ヤ人の律法 に よる と

母親 の血統 が重視 され るとい うこ となので、宗教 的 にもまた血統 的に も、ブルームが完全 にユ ダ

ヤ人である とは断言 しに くい。 ただ、改宗ユ ダヤ人の子供で ある と言 えるだけであ る。現 に彼 は

割礼 も受 けてい ない し、聖別 された肉 しか口に しない などのユ ダヤ教 の戒律 や習慣 も守 ってい な

い。 したがって生活文化 的 にもブルームはユ ダヤ人 とは言 えないのである。

ブルームは クランブラ ッシル通 りで生 まれ、高校 を卒業す ると、家業 の小 間物 を商 う行商の仕

事 に就 いた(14・1045以 下)。 そ の後 、 ブルー ムはモ リー と結 婚す る時 にカ トリ ックに改宗 し、

現在 に至 ってい るが、 カ トリ ックの礼拝 の しきた りな どは良 く知 らず、宗教 的には現代 的 な知識

人 らし く、懐 疑的かつ寛容であ る。 この ようにブルームが本当の意味 でユ ダヤ人 と言 えるか どう

かは曖昧で、彼 の国籍 につ いては彼 自身が い う通 り、 「アイルラ ン ドです 。私 はここで生 まれ ま

した。アイル ラン ドで」 とい うよ り仕方が ない と言 える。 また、4章 か ら17章 ま でのブルーム に
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関す る部分 を読 んで も、読者 はブル ームがユ ダヤ人の出 自にこ とさ ら屈折 した感 情を持 ってい る

とい う印象 は受 けない。 ロバ ー ト・マ ーテ ィン ・ア ダムズ(RobertMartinAdams)が 言 うよ う

に、 む しろブルームはブルジ ョア風 であ り、 インターナシ ョナルな人間に見 える。(8)な に よ りも

彼 は立派 にダブ リン市民 の一員 にな りきっている。それほ どダブリンの街 を歩 く彼 は、心底 ダブ

リンに溶 け込 んで いるよ うに思 われるのだ。

問題 なのはブルーム 自身が どう意識 していよ うと、周 囲の人が彼 をどう見 ているかであ る。彼

らの反応 を見 る前 に、 まず ブルームの経歴 をもう一度振 り返 ってみ よう。

ブル ームの生 まれ たクラ ンブラ ッシル通 りはユ ダヤ人地区であ る。

父ル ドルフ(ユ ダヤ人)は ハ ンガ リーか らウィー ン、 ミラノ、 フィレンツェ、 ロ ン ドンを経て

ダブリンにや って きている。ブルームが生 まれ たのは1866年 な ので、ル ドルフが ダブ リンに来た

の はそれ以前 とい うこ とになるが、17章 の ブルームの机 の引出 しの写真か ら、1852年 に はル ドル

フとそ の父親 レオ ポル ドがハ ンガリーにいた こ とが わか っている(17・1875以 下 参照)。 おそ ら

く、ル ドル フ ・ヴィラーグは父親 と写真 を撮 ったあ と、1852年 に故郷 を出 たの だろ う。 ダブ リン

では伝 統的 なユ ダヤ人 の職業 、つ まり古着 、装身具、小 間物 の行 商 をし、その うちに同邦 の行 商

人 に商品 を供 給す る商店の経営す るよ うになった と考 え られ る。(9)ブル ームが高校卒業後 に従事

した小 間物の行商 は、父親 の店 の商 品 を販 売す る仕事 であった と推 察 され る。その後、 ル ドル フ

は70歳 の時 に、 ダブリンか ら遠い地方都市 エニス(Ennis)で 、 自分 の所有 していたホ テルで服

毒 自殺 してい るが、その ホテル とい うのはユ ダヤ人の行商人 に特別 の便 宜 を提供す る 「旅籠」 で

あった と推察 される。半定住 の行商人 たちはそ うしたホテル に泊 まって仕事 に励 み、資金 を蓄 え、

定住 の小 売店主 に上昇で きるよ うにつ とめる ものだか らで ある。 また、ブルームの妻のモ リーは

母 親 がス ペ イ ン系 のユ ダヤ人 で 、 自分 も 「ユ ダヤ人 の よ うな」 容貌 を してい る と述 べ てい る

(18・1184)。 彼 女 と結婚す るためにブルームは カ トリ ックに改宗 しているが、前 に も述べ た よう

に、 これは まった く便 宜上の改宗 だった と思 われ る。二人 は結婚後五年 ばか りは プレザ ンツ通 り

(Pleasantsstreet)に 住 み、その後、 ロ ンバ ー ド通 り西(Lombardstreetwest)、 レ イモ ン ド・テ

ラス(Raymondterrace)に 移 り住 んだ。 いず れ もユ ダヤ人地区であ る。(10)プ レザ ンツ通 りに居

た ときには ウィズ ダム ・ヒーリー文房具店(WisdomHely's)で 吸 い取 り紙 の行 商 を行 っている

(6・703、8・158)。 ロ ンバー ド通 り西 時代 には トムの印刷所 に勤 め てお り(7・224、8・157)、

ま た、 シテ ィ ・アー ムズ ・ホ テル(CityArmshotel)時 代 の1893年 に は、 ジ ョー一ジ ・カ ブ

(GeorgeCuff)家 畜 商の書記 と して働 い たが 、 ま もな く解雇 され てい る(17・484-6、18・

1223-5)。 こ の年 の翌1894年1月9日 には生後11日 目の息子 ルーデ ィ(Rudy)の 死 とい う出来

事が あ り、経済 的に も精神 的 にも苦 しい時期 だった(11・485)。 そ の後 、現在 の新 聞社の仕事 に

つ いた とい うわ けで ある。 その間、 ケ レッ ト服地店(Kellett's)の 通信 販売部 で働 いてい たこ と

や(15・2806)、 ドリミー とい う保 険 会社(Drimmie's)で 働 いていた こともあ るらしいが(8・

939-40、13・845、18・1112、18・1223-5)、 こ れ らについ てはモ リーの、み んなブルームが

しくじって しまった とい う回想が あるのみで 、何 故辞 める ことになったのか はよ くわか らない。

ただ、原 因が ブルームの側 にあ った ら しい こ とが推察 され るだ けであ る。 また、1893年 には違法

な 「ハ ンガ リー王 室御 用達の富籔」 の販 売 にか かわって逮捕 されそ うにな った こ ともある(8・
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185、12・775-79)。 仕 事 に関す る限 りブルー ムの経歴 は、模範 的市 民の それ として 自慢 で きる

ものでは ない ようだ。

ブルームは4章 で登 場 して以 来、 ダブ リンの町 を歩 き、友 人のお葬式 に参列 して墓 地 に行 き、

キーズ(Keyes)の 店 か ら広告 の仕事 を取 り付 けるために新 聞社や 図書館 を駆 け回 り、その合 間

に二度食事 を し、 その間多 くの男 たち に会 うが、 この ように時間 に拘 束 され ない一 日を送れるの

は、彼が広告取 りとい う外交 の仕事 に従事 してい るか らだろう。新 聞社 の広告取 りとい う仕事 は,

マ ーテ ィン ・カニ ンガムのお役所 勤 めや ジ ョン ・ヘ ンリー ・メ ン トンの よ うな弁護士 に比べ れ

ば、決 して社会的地位が高 い とは言 えない。そ れで もれっ きとした 「市民」 の仕事 である と言 う

点で は、零細 な小 間物 の行商 に比べて、大 きく違 っている。ユ ダヤ人 の行商人 は半 定住 のア ウ ト

サ イダー と位置付 け られて、なか なか市民 とは認知 されないか らであ る。一方 、 ダブ リンの街 を

歩 き回るブルームの姿 には、マ リガンの言 う とお り 「さ迷 えるユ ダヤ人」 の面影 がある と見 る こ

と もで きる。 ブルームは ダブ リンの街 を自在 に歩 き回ってい るが、周 囲の人 々が彼 に異質な もの

を感 じ取 っている ことは否定 で きない。例 えば、8章 でパ ブの亭主 がノー ジー ・ブ リンに 「これ

はい ったい、何 をや っている人 なのですかね。保 険のほ うじゃなか ったです か?」 と尋 ねている。

この ときのノージー ・ブリンの答 えに も、 ブルームへ の特 別 な意識が感 じられる。彼 は ブル ーム

が新 聞の広告取 りを してい ると言い、つ いでに彼 が フリー メイソンで ある と告 げるのであ る。例

によってブルームが本 当 にフリー メイソ ンであるか どうか は実 はよ くわか らないのだが、 アイル

ラ ン ドではア リーメイ ソンは親英的 と思 われ、カ トリック教徒か ら嫌 われている とい う事情 を考

えあわせ れば、ノージー ・ブリンが ブルームに向ける視 線 には不信感が潜 んでいる ことがわか る

だろ う。(11)

或 い は11章 で サイモ ン ・ディーダラスが、ボ ブ ・カウ リー(FatherBobCowley)や ベ ン ・ド

ラー ドと、ブルームやその妻モ リーの噂 を している。ベ ン ・ドラー ドは昔 、ブルームか ら演奏会

に必要 な衣装 を借 りて急場 を しのい だこ とがあった。サ イモ ンは 「あの晩は我 らが友 ブル ームが

便利 な存在 だったね(11・476)」 と述べ てい る。「我 らが友ブルーム(OurfriendBloom)」 とい

う大 げ さな言 い方 には、 ブル ームが実 はそれほ ど親 しい 「彼 らの友」 ではない ことが灰めか され

ている ように思 われる。 しか も、彼 らはブルーム を尋 ねて 「ホー レス通 り(Hollesstreet)中 を

捜 して」(11・487)そ の 家 を訪 れたのだ。親 友の間柄であ れば、 ブルームの移転先 を知 らないは

ず が ない。 また、 サ イモ ンは 「マ リオ ン ・ブルー ム夫 人 はあ らゆ る種類 の古 着 を持 ってい た」

(11・496)と 回想 す るが、古着商 といえばユ ダヤ人の専売特許 である。ち ょうど失業 して生活 に

困っていたブルーム夫妻 は、モ リーが コー ヒー ・ハ ウスで ピァノを弾 く一方で、馴染みの古着 の

商 い に も関 わってい たの だろ う(11・485-9)。 た だ し、 ベ ン ・ドラー ドが思 い 出す ように、

「彼(ブ ルーム)は 一文 だって受 け取 ろ うとは しなかった」(11・493-4)の で あ るが。

このエ ピソー ドはサ イモ ン ・デ ィーダ ラス と彼 の仲 間たち と、 ブルームの関係 をよ くあ らわ し

ている ように思われ る。 ブルームは彼 らの さほ ど親 しくない友人 であ り、 また、ユ ダヤ人 的特徴

(古着商)で もって思 い出される知 人であったわけである。

サイモ ン ・デ ィー ダラス と彼 の仲 間の間で、最 も信頼 のお かれているのはマーテ ィン ・カニ ン

ガムである。彼 はアイル ラン ド政庁 の役 人で、情報通で もあ り、また人情 家(彼 の妻 はアル中で



中尾:ミ ス ター ・ブル ー ム とユ ダ ヤ 人 問題 109

あ る)で もあって、たびたび友人た ちの苦境 を救 ってや ってい る。友人 たちは何 か とい う とマ ー

テ ィ ンを頼 りに し(例 えば 『ダブ リン市民』 の 「恩寵」 な ど)、 また彼 にはその期待 を裏 切 らな

いだ けの器量 もある。ブルーム にとって も彼 は親切 で、墓地で は仲 間が ブルームの父親の 自殺 に

触 れ ない ように気 を遣 い、12章 の 酒場で は 「市民」 とけんか した ブル ームをすばや く馬車で連れ

出 してい る。 ブルーム も彼 の ことを 「同情心 のある人情 家。知的だ し。 シェイクス ピアの顔 に似 ・

てい る。いつ も気 の利 いた ことを言 って くれる(6・343-5)」 と考 えてい る。 ところが、その

マーテ ィンが12章 で は、ブルームが席 を外 したわず かの間に、 ジ ョン ・ワイズ(JohnWyse)や

「市民」 たちに聞かれる まま、ブルームがハ ンガリー出身の 「堕落 したユ ダヤ人(He'sapervert-

edJew.)」(12・1635)で あ る と言い、父 親の代で改名 を したこ とまで あっ さ りと話 して しまう

のであ る。 これ は、 いったい どうい うことだ ろう。 しか も、アイル ラン ド民族主義独立 運動 の シ

ン ・フェイ ン党(Sinn.Fein)に ブ ルームが 関係 を持 ってい る とい う噂(12・1574)を 肯 定 し、

「当局 で もそ うつかんでいる よ」(12・1623-5、12・1635-7)と 答 えている。一見 、親切 に見

えるマーテ ィン ・カニ ンガムで さえ、心底で はブルームに違和感 を抱いてい るので ある。

ところで、 シ ン ・フェイ ン党 とい えば、 これに大 きな影響力 のあ った アーサ ー ・グ リフ ィス

(ArthurGriffith)は 民 族主義 的な立場 か ら反 ユ ダヤ主義的態度 を明確 に していた。従 って、本 当

にブルームが シン ・フェイン党 と関係 があれば、 ブルームはユ ダヤ人であ りなが ら、ユ ダヤ人 を

否定 する ような組織 に加担 していた と言 うことになる。 ジ ョン ・ワイズの 「何故ユ ダヤ人 は隣iの

やつの ように 自分 の国 を愛す る ことがで きないの だろ うかね?」(12・1628)と い う科 白はそ こ

か ら出て くる。また、マ ーティンはブルームが、「改宗 したユ ダヤ人(convertedJew)(の 息 子)」

とは言 わず に、「堕落 したユ ダヤ人(pervertedJew)」 だ と述べてい るが、 なるほ ど戒律 を守 らな

いブルームがユ ダヤ人 と しては 「堕落」 しているの は確か だ として も、ユ ダヤ人 を裏切 る とい う

意味 での 「堕 落 したユ ダヤ人」で はない。 ところが、現実 にはブルームが 自らの民族 に対 して忠

実 でない とい うこの偽 りの情報が、 「市 民」 やNamelessOne、 ジ ョン ・ワイズの ような偏狭 な愛

国主義者 たちを刺激 し、 ビスケ ッ ト缶 を投 げつ ける とい う暴力 的な行動へ と駆 り立ててい く。

(七)ハ リー ・ヒ ュ ーズ 坊 や(LittleHarryHughes)の 歌

12章 に続いて、ユ ダヤ人の問題 とスティーヴンとの関係が扱われるのは17章 においてである。

教義問答のように、すべてが問いと答えで語 られるこの章では、ブルームとスティーヴンが一杯

のココアを前に向かい合い、それぞれがユダヤとアイルランドの民族(ど ちらも迫害された民族

であることが共通 している)を 代表する形で、意見の交換 をする。それぞれの文字 を書いたり、

国家を歌ったりして双方の意思の疎通がある程度できあがったところで、スティーヴンはブルー

ムの勧めに応 じて次のような歌を歌 う。

ハ リ ー ・ヒ ュ ー ズ 坊 や と学 校 友 達LittleHarryHughesandhisschoolfellowsall

ボ ー ル 遊 び を し に お 外(そ と)へ 行 っ たWentoutfortoplayball.

ハ リ ー 坊 や が 打 っ た 最 初 の ボ ー ルAndtheveryffirstballLittleHarryHughesplayed
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塀を越えてユダヤ人のお庭に入っていった

ハ リー坊やの二番 目のボール

ユダヤ人の窓を全部割ってしまった。

Hedroveito'erthejew'sgardenwall.

Aη4痂8vαy58coη4勿11肋 ∫1εHαrワH配8加31フlayed

Hebrokethejew'swindowsall.

この 歌 はブル ームだ けでな く、読 者 を も動 揺 させ るに充分 で ある。 とい うの も、 この 「ハ リ

ー ・ヒューズ坊 やの歌」 こそ
、1255年 中世 イギ リスの リンカンで起 こった儀式殺 人、少年 ビュー

の悲劇 を歌 った ものであ るか らだ。 キ リス ト教徒 の少年 ビューの死体 がユダヤ人の家の近 くで発

見 された とい うこの事件 は、 チ ョーサーの 『カ ンタベ リー物語(TheCanterburyTales)』 の 尼

僧 院長 の物語 の中に も少年聖者 の話 と して収録 され てい る。 さて、 この歌 の二番 は、

す る とユ ダ ヤ の 娘 が や っ て き たThentherecamethejew'sdaughter

全 身 緑 づ く め の 服 装 でAndshealldressedingreen.

「戻 っ て お い で 、 か わ い い 坊 や"Comeback,comeback,youprettylittleboy,

も う 一 度 ボ ー ル で お 遊 び よ」Andplayyourballagain."

次の三番は省略するが、歌は次のように四番と五番で終わっている。

娘は坊やの白百合のような手を取って

玄関ホールからとある小部屋へ

連れて行った。坊やがい くら叫んでも

そこではもう誰 にも聞こえない。

Shetookhimbythelilywhitehand

Andledhimalongthehall

Untilsheledhimtoaroom

Wherenonecouldhearhimcall.

娘はポケットからペンナイフを取 り出す と

かわいい坊やの首 をはねた

坊やはもうボールでは遊べない

だって坊やは死んだのだから。

Shetookapenknifeoutofherpocket

Andcutoffhislittlehead.

Andnowhe'llplayhisballnomore

Forheliesamongthedead.

この歌 はユ ダヤ人 の 「儀 式殺人(ritualmurder)」 を扱 った歌 で、 「見知 らぬ隠れ家(strange

habitation)」 に住 み、ナイ フで無邪気 なキ リス ト教徒 の少年 の命 を奪 う、不気 味 な 「隠れ た異教

徒(secretinfidel)」 の ことを歌 っている。 リンカンで は、前 に も述べた ように(本 論105頁)実

際 にこの ような事件が起 こ り、国王 によ り多 くのユ ダヤ人が厳 しく処 罰 された。 だが、何故 この

ようなユ ダヤ人排撃 の歌が こ こで歌 われ なけれ ばならないのだろ うか。ステ ィーヴンはブル.___ム

を 「秘密の隠れ家 に住」む、 「隠れた異教徒」 とで も言いたいの だろうか。

この歌の一番 を聞いた時の、 ブルームの反応 は、「ま じり気の ない(withunmixedfeeling)気

持 ちで(聞 いた)。 ユ ダヤ人 であ る彼 は、微 笑み なが ら、喜 んで耳 を傾 け、破 れていない台所 の

窓 を見 た」(17・810-11)と い うものだ った。余裕 を持 って聞いている彼 の気持 ちが 「ま じり気

の ない気持 ちで(withunmixedfeelings)(聞 い た)」 と言 うところに現れ ている。二番 で全 身緑
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づ くめ のユ ダヤの娘 が登 場す る と、 ブル ー一ムの反応 は 「複雑 な気 持 ち」(withmixedfeeling)

(17・830-1)に 変 わる。 そ してステ ィー一ヴンが最後 まで歌 い終わ った時の反応 は、 ブルームの

内心の動揺 と当惑 を明瞭 に示 す もの となる。即 ち、問(117)「 何 故主 人(予 定 され た犠 牲者=

thevictimpredestined)は 悲 しんだか?」 、問(118)「 何 故主人 は(い や いやなが ら、抵抗 で き

ず に=reluctant,unresisting)じ っ と していたか?」 、そ して問(119)「 何 故(秘 密 の異教徒=

secretinfidelで あ る)主 人 は沈 黙 して いたか?」 とい う三 つ の問答 で、 ブ ルー ムが 「悲 しみ

(sad)」、 「じっ と(still)」 したまま、 「沈黙(silent)」 していたこ とが暗示 されてい る。(12)

ハ リー ・ヒューズの歌 をクライマ ックス とす る17章 の ブルーム とステ ィー ヴンの心の動 きにつ

いては、以前 に考 察 したこ とがあ るので、 ここでは省 略す るが、(13)前後 の状 況か ら見 て、ス テ

ィーヴ ンが ことさらにユ ダヤ人 に偏見 を抱 いていた とは考 え られない。 この歌 の前 には両者 とも

ユ ダヤ とアイルラ ン ドの文字や国歌 を交換 し、互 い に迫害 され た民族 の犠牲 者であ ることを確認

しあっていたのである。だ とすれ ば、ス テ ィーヴ ンが この ようにユ ダヤ人 の娘 に誘い こまれ る少

年 の歌 を、ブルームの家(秘 密の隠れ家)で わ ざわ ざ歌 ったの は、別 の意味 があ った ことになる

が、 それは次 の ように考 え られ る。つ ま り、 ステ ィー ヴンには彼 自身の孤立 の悩 みがあ り、 それ

はブルーム(ス テ ィー ヴンにとって は見知 らぬ年長 の男 性)が い くら親 身に相 談 に乗 って くれた

として も、彼 自身で解 決 しな くて はな らない問題 であ る。(14)そ こで彼 は一夜 の宿 を提供 しよう

というブルームの申 し出 を断 り、世間 とい う荒野へ 出て行 きたい彼 の固い決意 を示すため に、 わ

ざ とこの ような歌 を歌 ったの だ。彼 はユ ダヤ人に対 して憎悪 を抱 いていたので はな く、 む しろ、

「父」の よ うなブル ームを振 り切 るために、 この ような歌 を歌 った と考 え られ る。事実 、 ブル ー

ムの連想 はこの後 、ユ ダヤ人の問題か らそれ て、娘 ミリーの回想へ と移 ってゆ き、ブル ームとス

ティーヴンは ともに星空 を見 上げ、並 んで放尿 を し、穏 やか に別れ を告 げるのであ る。曖昧 とい

えば、曖昧 な二人 の関係 だが、 しか し、 この不 明瞭 さこそが二人の 関係 を言 い表 してい ると も言

える。 「父」 と 「子」で もな く、共 にアイル ラン ドとユ ダヤの民族 を代表す る と言 って も、両者

とも迫害 された民族 である とい うこと以外 に、特 に共通 した ものが あるわけではない。文字の比

較、国歌 の交換 な どしているが、 どちらも自分 の民族 固有 の言語 をよ く知 らず に行 ってい るの だ

か ら、滑稽 と言 えば、滑稽 である。ハ リー ・ヒューズの歌 は、両者の語 らいが大 して熱の こもら

ない、空虚 な もので あるこ とを示 しているにす ぎないのだ。

(八)し なやかな想像力

ユ ダヤ人へ の偏見が ある に しろない にしろ、結 局、ス テ ィー ヴ ンは 「ハ リー ・ヒューズ の歌」

を歌 うこ とに よって、その偏見 を利用 した形で、 ブルーム との訣別 をつけ る。2人 の人生が将来

交 わる見込みの ない ことは問(139)か ら問(144)に 暗 示 され る。

ス ティーヴンを見送 るブルームは ひど く孤独で、 わび しげ な姿であ る。二人 が別 れ を告げた と

き、聖 ジ ョージ教会 の鐘 が鳴 り出 し、その鐘の音 の連想 か らブル ームは昼 間葬送 の馬車 に同乗 し

た仲 間たちの こ とを思 い浮 かべ る。「マーテ ィン ・カニ ンガム(ベ ッ ドの中)、 ジ ャック ・パ ワー

(ベ ッ ドの中)、 サ イモ ン ・デ ィー ダラス(ベ ッ ドの中)、 ネ ッ ド ・ラ ンバー ト(ベ ッ ドの中)、 ト
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ム ・カーナ ン(ベ ッ ドの中)・ ・… 」 とブルームの 「友 人た ち」 が列挙 され、最 後 に、 「パ

ディ ・ディグナム(墓 の中)」(17・1235-41)が 来 る。

この後 には 「一人で(alone)ブ ル ー ムは何 を聞い たか」 とい う問(176)が あ り、

「一人で(alone)ブ ル ームは何 を感 じたか」 という問(177)が そ の後 に続 く。 「一人で(alone)」

とい う言葉が強調 される問いか けであ る。 さ らに 「鐘 の音、握手の感触、足音、寂 蓼感は彼 に何 を

思 い出させ たか」 とい う問(178)が そ の後 に続 く。'

この時、 ブル ームが思 い出すの は 「さま ざまなや り方 で別々 の場 所で既 に故人 となった仲間

(companion)」 、 す なわち、「パ ー シー ・ア ップ ジ ョン(戦 死 、モ ッダー川)、 フィ リップ ・コリ

ガ ン(結 核 、 ジ ャー ヴ ィス 通 り病 院)、 マ シ ュ ー ・F・ ケ イ ン(事 故 で 溺 死 、 ダ ブ リ ン

湾)・ ・… 」(17・1249-55)と い う死者 の名前で ある。 これ らの問答 を通 じて、読者 はブ

ルームが過去 も、現在 も未 来 も、孤独 であ るだ ろうと予測がつ く。

では、17章 は孤独 と寂蓼感 で、終わ っているだろ うか?答 えはNoで あ る。 ブル ームはこの後 、

家 に入 り、服 を脱いで、一 日を振 り返 り、収支 の計算 をしてか ら、モ リーのベ ッ ドに もぐ り込 む。

留守 中に配置 をi換えられた家具 に頭 をぶつける とい うアクシデン トはある ものの、勤勉 な疲 れた

市民 の ように、 まず は平和 な眠 りにつ く。 どうして この ようなこ とが可 能なのだ ろうか。モ リー

とボイ ランの一件 があ り、彼 は一 日中その ことで悩 んでい たのではなかったのか?モ リーが ボイ

ラ ンと関係 を持 つだろ うとブルームが予測 し、心 を悩 ませ て きた ことは4章 以来 、明 らかであ る。

彼 は一 日中モ リーの ことを考 えてお り、反対 にボイ ランにつ いては意識 的 にその名 を口にす るこ

とさえ避 けて きた。(15)逢引 の時 間の4時 半 を11章 の オ ーモ ン ド ・ホテルで迎 え、続 く12章 で は

彼 は動揺 の余 り、酒場で 「市民」 たち と珍 し く騒動 を引 き起 こ している。それほ ど興奮 してい た

ブルームだったが、その気持 ちの整理 はどうつ けたのだろ うか。

17章 の 後半 は居 間 に戻 ったブルー ムが 、平和 な眠 りにつ くまでの様 子 を127の 問答 で描い てい

る。室内 の調度(彼 はモ リー とボ イラ ンの逢 引の痕 を仔細 に観察 する)、 本 棚 に並 ぶ本(こ こで

ブルームの知識の全容が明 らかになる)、 引 出 しの中身(ブ ルーム家の内情 と財政 が開示 され る)

な どブルームの内面が、感 情を押 し殺 した教 義問答の文体で 明 らかに されてい く。 ここで読者 に

分 か るの は 「小市 民 ブルーム」、平和 主義者 、 自制心 と理性 の人、 さ まざまな問題 を抱 えなが ら

もささやかな喜 び に慰 み を見出す術 を心得 てい る、現実主義者 、「ブル ーム氏」 の姿 である。

まった く 「ブル ーム氏」 の しなやかな回復 力 は驚 くばか りだ。彼 は まず、 ロスチ ャイル ドや ロ

ックフェラーの ような富豪 にな った自分 を想 像す る。郊外 に田園住 宅 を購入 する こ とを計 画 し、

「ハ リス ・ツイー ドの帽子、 ゴム まち入 りの実用 的 な庭用長靴 をは き、如 雨露 を持 って」園芸や

軽 いスポー ッにいそ しむ 「紳士農業家(gentlemanfarmer)」(17・1582-3)に な る生活 を思 い

描 き、 その経済 的な裏付 け につ いて も、細部 に至 る まで こ まごま と考 察す る(問209-26)。 次

に、逆 の可能性 として、世 間に も妻 にも捨 て られ、 よるべ のない乞食 とな って地球 の果て まで流

浪す る惨 め な老い た自分 の姿 を想像 して、現在 の ささやか な幸せ を確認 する(問251-65)。 そ の

途方 もない伸 縮 自在の想像 は滑稽 で もあ り、驚 きで もあ る。 それがすべ て 「寝 る前 に習慣的 に行

えば,疲 労 を軽減 し,結 果 として健全 な休息 と活力 の更新 を もた らすか ら」(17・1754-8)や

っ てい るのだ と聞か され て読者 は呆 れる しか ない。最後 に彼 はモ リーのベ ッ ドに入 り、 ボイラ ン
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へ の復讐 の可 能性 につ いて も思い を巡 らす(問282-293)。 そ して 「暗 くなった太陽 と衝突 した結

果、遊星が一挙 に消滅す るほ どの悲惨 さはないか ら」(17・2180-2)と 考 え、 「窃盗 、追 いは ぎ、

児童 や動物へ の虐待 ・・(以 下全部で31の 重 大 な犯罪が列挙 される ・筆 者)・ ・売国行為,変 装,

脅迫 、殺 人、故意 または計画的 な殺害 ほどの重罪で はないか ら ・… 」(17・2182-94)な ど と

考 えて、結局 は復讐 をあ きらめ るの だ。 「羨望(envy)」 か ら 「嫉妬(jealousy)」 、 「諦念(abne-

gation)」 か ら 「平静(equanimity)」(17・2155)へ と小市民 的解決 に収束 する まで に、思いつ く

限 りの可能性 を秤 にか け、想像 に よって実際の行動 の代償 とする ところは、理性 の人 ブルームの

面 目躍 如であ ろう。外で は異端視 され、家庭 にあ っては妻 か らも娘か らも孤立 しているに もかか

わ らず 、希望 を失 わず に生 きてい く 「小市民 ブルーム氏」 の しなやか さには感心せ ざるをえない。

この ような柔軟性、 この ような回復力 は常識人 ブルームに こそ似 つかわ しい ものだろ う。ステ

ィー ヴンの ように現実 を深刻 に抱 え込 む ような 「芸術 家的感性」 にはこの軽 さは不可 能であ る。

ブル ジ ョア志 向の ブルームが夢 に思 い描 くのは英 国紳士 の1/.1爵士 レオポル ド・P・ ブルーム

である(17・1612-5)ブ ル ーム氏 だか らこそで きるこ となのだ。 ここには、ユ ダヤ人 とし

ての誇 りや、 アイル ラン ドの伝統 を声高 に語 ろうとす るユ ダヤ人では な く、一人 の個人 としての

幸福 を願 う、慎 まし くも、慎 重 な市民 「ブル ーム氏」 の姿が ある。 その姿 は8章 で ブルームが

昼食 を食べ るパ ブの亭主 デイヴ ィー ・バ ー ンが、 ノージー ・ブ リンと交わす会話 の中で語 られた

ブルームの印象 と重 な りあ う。

・… きちん と した物 静か な人 です よ。 よくここへ立 ち寄 られるの を見 かけ ますが、

一度 だってあの人が そ ら
、羽 目をはずす ところは見 た ことがあ りませ ん(8・976-7)。

「彼 を酔 っ払 わせ る ことは誰 にもで きない」 とノージー ・ブリンは次 の ように述べ る。

一 楽 しみ も度 が過 ぎる と彼 は抜 け出 して しまうの さ
。彼 が時計 を見 るの を見 なか った?あ

あ、あの とき、君 はいなかったんだね。まあ、一杯 どうぞ と勧 めてみろ よ、あいつは、まず、

時計 を引 っ張 り出 して、 どの くらい飲 むか をみ るんだ。 あいつは本当 に、そ うす るんだ よ。

(8・978-81)

「安 全 な人 間ってい うので しょうね(He'sasafeman)」 とデイ ヴ ィー ・バ ー ンは相槌 を打 つ。

(8.982)

こ の ブルーム評 と、「あいつは悪 い奴 じゃない よ。 ・… 友達 を喜 んで助 ける ことで有 名だ。

す るべ きこ とはす る人 間だ。ああ、ブルーム には長所 もい ろいろある よ ・…(8・983-5)」

とい うノー ジー ・ブリンの ブルーム評、 それに次の レネハ ンのブルーム評 は、おそ ら く、『ユ リ

シーズ』 中で も最 も好意 的な発言 だろ う。

あ いつ は教養 あ る、 オール ラウ ン ドな人 間な んだ、 ブル ーム ってい うのは さ(He'sa

culturedallroundman,Bloomis)。 彼 はま じめな顔 で言 った。 あいつはその辺のつ ま らない
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共 有 地 や 、 猫 の 額 み た い な 人 間 で は な い.(He'snotoneofyourcommonorgarden.)…

そ う さ … ブ ル ー ム の 親 父 さ ん に は 芸 術 家 風 な と こ ろ が あ る ん だ よ 。(There'satouchof

theartistaboutoldBloom.)」(10・581-3)

この よ うに、ブル ームには 「自制心 のあ る」、「教養 のあ る」紳 士 と見 られる一面 もあるのだ。

勿論、 ブルームの 「知識教養」 につ いては16章 で 示 され る通 り、 「人生 とい う大学」(17・555-

6)を 出 たにす ぎない人間 にふ さわ しい雑 学であ る。 それで も、 ブルームが知性 とい う ものに尊

敬 を払い、 自ら も理性的 で、知識 人 らし く、紳士的 に振舞 お うとしてい る点 は認 めなければな ら

ないだ ろう。妻のモ リーで さえ、ボイ ランと比較 して、夫 のそ うした長所 は認め てお り、特 に彼

の知性的で温和 な ところが 、野獣 の ようなボ イランにはない長所 だ と考 えてい る。動物 にや さし

く、女性 や障害者(盲 人)に は特 に親切 で紳士的 にふ るま うブルー ムをモ リーや ブ リー ン夫 人、

リオ ーダン夫人 な ど女性 はむ しろ好 意的 に受 け止め ている。 問題 は男性た ちの ブルームへ の評価

で ある。 ノー ジー ・ブ リンやデ イヴ ィー ・バ ー ンが描 く 「羽 目 をはず さない(never・.…

overtheline)」 、 「きちん として物 静かな人(decentquietman)」 、 「安全 な人(safeman)」 とい

う性格 は、生憎 、サ イモ ン ・デ ィーダラスや、C.P.マ ッ コイ以下 、 ダブ リンの多 くの男性 には

見 られ ない もの なのだ。 これがブルーム を して彼 らか ら遠 ざけて きた理 由の ひ とつ であった とし

て も不思議 はない。 自制心 がな く、大酒 を飲み、家庭 を顧 みない とい うのが、彼 らに共通 する性

格であ るか らだ。例 えば、マ ッコイ を見てみ よう。彼 はブルーム と同様 に職業 を転 々 とし、 ブリ

ーマ ンズ ・ジャーナル紙 の広告取 りを してい たこ とが あ り
、モ リー と同様 にソプラノの歌手 をし

てい る妻 もある。 マ ッコイの境 遇は ブル ームのそ れに よく似 てい る。だが、彼 とブルーム との共

通点 はそ こまで だ。 マ ッコイが職業 を転々 と した理 由は深酒 にあ る。 しか も彼 は友人 の鞄 を質 に

入れ たまま返 さない とい うだ らしの ない男で もある。 同 じ転職 を繰 り返す に して もマ ッコイ とブ

ル ームで は原 因が まった く異 な ってい るのだ。時計 を気 に しなが ら、常 に 「羽 目をはずす ことの

ない」 ブルームは、取 り澄 まして(priggish)見 え るか もしれないが、職業 人 と してははるか に

有能で、市民 として も信頼 で きる人間であ る。 ところが 、墓 地で ブル ームに名前 を尋 ねた新 聞記

者 のジ ョー ・ハ イ ンズは、マ ッコイの名前が チ ャー リーで ある ことはち ゃん と覚 えていたの に、

ブルームの名前 は知 らなかったのであ る。ハ インズ に とって、マ ッコイは仲 間だが、ブルームは

仲 間 と認め てい ない とい うこ とだろ う。

サ イモ ン ・ディーダラスや、死んだデ ィグナ ムを始め、ブルームの噂 をす る男性 たちの多 くは、

家庭 を顧 みず に、飲酒 に溺れ、 だ らしの ない生活 を送 っているのが現実 だ。(ス テ ィーヴ ンに も

そ の傾 向が認め られる)そ の 中で、ブルー ムだけは、慎重 で 自制心 のある、「安全 な」勤 め人 タ

イプの人 間である。ユ ダヤ人への偏 見 もあ るだろ うが 、む しろ、そ うい った性格 の違 いが、ブル

ームを男性 たちか ら遠 ざけて きた
、その ように考 えるのが妥 当 と思 われ る。ユ ダヤ人問題 はブル

ームの本質的 な孤独 にか かわる問題 ではないのである
。

(結論)

17章が終わり、変幻 自在のしなやかな想像力のおかげで、ユダヤ人ブルームは平和な眠 りにつ
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く。 七 つの海 を航 海す るシン ドバ ッ ドのよ うに ・… この楽天 的、 かつ喜劇 的 な結末 は最終章

(18章)モ リーのモ ノロー グに引 き継 がれ る。 なに しろ、 そ こで はモ リーが夫 につ いて、欠点 も

含 めいろいろ と考察 した挙句 、結局、情事 を持 ったボイ ランの野獣の ような男性 らしさを否 定 し、

紳士 としてよ り洗練 されたブルーム を夫 として再確 認す るので あるか ら。

「あの人 に もう一度だ けチ ャンス をあげ よう」(1'lljustgivehimonemorechance)(18・

1497-8)、 モ リーはそ う結論づ ける。ハ ッピー ・エ ン ドでは ないが、 まずは破局 を乗 り超 えた

感のあ る結末 である。外 では異分 子の ごと く見 られ、家庭 にあ って も妻か らも娘 か らも孤 立 して

い る中年男性 ブルームだが、それで も彼 はめ げるこ とな く、明 日もダブリ ンの街 を歩 いてい るで

あ ろうこ とが 、読 者 には感 じ取 れる。 この ようなブルーム は、MrBloomと 呼 ばれ るのにふ さわ

しい人物 と言 えるので はない だろうか。
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MrBloomandHisJewishIdentity

LeopoldBloom,theFreeman'sJournal'scanvasser,walksaroundDublinstreets,meetingfellowciti-

zens,throwingawordortwobutmostlyjustobservingothers,thinkingallthewhileofhisfamily.He
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seemstobequiteenjoyinghislotinlife.Buttheonethingthatneverescapescarefulreaders'noticeis

thatBloom,protagonistofUlysses,isisolatedfromalltheothermalecharacters.

Thoughasomewhatcomicandcarefreecharacter,Bloomseverelysuffersfromsolitude.

Hehasnofriendswhoareonfirst-nametermswithhim.Someofhisacquaintancesdonotknoweven

hisfirstname.Suchaneutralpresenceisquiteunusual,forinasmallcitylikeDublinhumanrelation-

shipsarecloseandcomplicated.Eventhenarrator(ofchaptersfrom4to7,fromgto11,and13)calls

himceremoniously'MrBloom',whilehereferstotheothermalecharacterslessceremoniously,suchas

Stephen,BlazesBoylan,orMartinCunningham.IsitbecausethenarratorpaysdueregardtoMr

Bloom,gentleman?OrdoesthenarratorjustridiculeBloom'spriggishness?

Thisisquiteaninterestingpointtoponderabout,forweknowthatBloomisnotamodelgentleman.

AndheisaJew.

TheaimofthisessayistolookoverBloom'sJewishidentityandseehowBloom,agentlemananda

Jew,istreatedamonghisfellowmeninDublin.IwillalsolookovertheJewishsituationinIrelandin

1904andthemeaningoftheanti-Semiticsong,'LittleHarryHughes',whichStephen,anotherheroof

Ulysses,singsatacriticalmoment.


